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八シブトガラスがなわばり空白域に定着する過程の観察
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近年,東京の中心部でハシブトガラスＣＯ”z4s”c”伽"c肋ｓが増加しているという報告

が相次いでいる（川内・松田1999)．東京のハシブトガラスは，緑被率が低く，舗装率が高

い，すなわち市街化の進んだ地域に多いことや（黒沢1994)，商業地が多いところに密度が

高いことも報告されている（黒沢ほか1999)．しかし，どのようにして，なわばりに定着す

るのか，その過程については詳しい報告はなかった．東京調布市の住宅地で，ハシブトガラ

スのなわばりの空白域になわばりを形成する過程が観察できたので報告する．

調査地および調査方法

調査地は，東京近郊で，農地や緑地が多少残っているが，宅地化や高層化によって減少し

つつある調布市の住宅地である．調査地付近の1994年における緑被率は28.4％，舗装されて

いない地面の率は16.3％だった（面頑２ｈａ；調査方法の詳細は，黒沢（1994）を参照)．しか

し，1999年には，同じ調査地の緑被率が15.8％となり，舗装されていない地面の率は9.9％に

なった．これは，空き地や農地が宅地化されたり駐車場として舗装されたり，また古い低層

住宅が高層化したりしたため，樹林地や未舗装の空き地が減少したためである．

1995年には，本調査地に１つがいのハシブトガラスがいたが，マンション建設のために営

巣木が伐採されて，このつがいは調査地からいなくなり，なわばりは空白になった．その後，

1998年の夏に，特徴の異なる別のハシブトガラスが当調査地に現れ，この個体が1999年１月

になってつがい行動をみせはじめたので，その行動を観察した．観察期間は1999年１月22日

から1999年９月８日までで，住宅地内の観察地点でカラス類がみられた恥鳴き声が聞こえ

たときに記録した．観察は裸眼，および８倍の双眼鏡を利用した目視と，鳴き声によって行

なった．

観察した行動は，「群れ行動(flocking)」「採食行動(foraging)」「なわばり行動(territorial

behavior)」「つがい行動(pairbehavior)」「繁殖行動(breeding)」「つがいのきずな強化(pair

bonding)」の６種類に分類した．「群れ行動｣は，特定のエリアに対して排他的な行動をとら

ないことと定義し，具体的には３羽以上で追いかけ合う，近くで一緒に行動する，高所に散

らばって鳴き交わす，ゴミ集種所でいっしょに降りるなどで，「採食行動｣は，何かをついば
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んでいる，貯食所に隠している，または引き出していることを指す．「なわばり行動｣は，特

定のエリアに対する排他‘性と定義し，コールポスト（コールをする決まった場所）上で見張

る，または１羽で場所を変えたりしながら続けて鳴く（なわばりコール；Kuroda（1990）に

よる'‘advertisementcall，，)，翼をＶ字型にもち上げて鳴く（自己主張コール；Kuroda(1990）

による’'wing-raisedcall")，他個体を追い払う，威嚇するなどをこの行動とした．「つがい

行動」はつがいだけにみられる行動と考え，求愛給餌と交尾，およびデュエット（２羽で合

いの手を入れるように間髪を入れずやさしく鳴く）などをこの行動とした．また，求愛追尾

（２羽で追尾飛行を行なう）やソング（様々な音色のコールを織り交ぜて，１羽でぐぜるよ

うに鳴く）もみられたが，これらは確実につがい間だけの行動かどうか明かでない部分もあ

ることから，つがい行動とは区別し，「きずな強化の行動」とした．「繁殖行動」は営巣およ

び幼鳥の世話を指す．

なお，調査個体は標識はつけていないが，特別に甲高く，特徴のある鳴き声をし，陽に透

けたときに口内がやや薄赤くみえる１羽の雄であることで個体識別をすることができた．ま

た，観察対象としては，そのつがい相手と，幼鳥群も含まれた．

結果および考察

本調査地には1995年の冬以来ハシブトガラスが繁殖していなかったが，1998年８～９月に

非繁殖鳥と思われる５～10羽の群れが月に４～５回調査地にみられるようになった．特にゴ

ミ集積所の近辺で，朝，鳴き騒いでいたり，ゴミを引き出しているのが目撃されることが続

いた．総観察時間は68回で966分，１月あたり平均7.6回で107.3分だった．時期別にみられた

行動の総回数に対する割合を表１にまとめた．

1999年１月22日に１羽の甲高い声で鳴くハシブトガラスがゴミ集積所から30ｍほど離れた電

柱上で，翼をＶの字に持ち上げて周囲に知らせる自己主張行動（なわばり行動）がみられた．

１月23日には同じ電柱上（コールポスト１）で，２羽のハシブトガラスが交尾をし，上にい

た雄と思われる個体（Ａ）が，下にいた餌ねだりをする雌と思われる個体（Ｂ）に給餌するの

が目撃された．この時，いつも集団で採食するゴミ集積所(30ｍ以内)の上の電線に３羽のハ

シブトガラスがいたが，互いに干渉はしなかったことから，この時にはなわばりの意識はま

だあまり強くないと思われた．

１月には，求愛給餌と交尾の「つがい行動」のほかに，つがいの緋強化に結びつく可能性

があるＡによるソング，２羽による追尾行動もみられ，２月後半から３月前半には，求愛給餌

やデュエットが観察された．

２月中は，調査地ではハシブトガラスの群れが追尾行動をしたりしており，ゴミ集積所で

の集団採食は３月まで続いた．Ａがコールポスト上で見張る，鳴く，自己主張コールをする，

他個体を追い出すなどのなわばり行動は１月後半～４月前半のあいだに多くみられ，最も盛

んにみられたのは３月頃だった．1999年３月末には，なわばりが確立した様子で，４月以後，

群れはゴミ集積所にもめったにみられなくなった．
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３月27日，５～６羽の群れが，ゴミ集積所に採食にやってきたが，そのうち特異な声のカ

ラス(Ａ)が下には降りずに先日の電柱上に止まった.･地上にいて，その集団に加わろうとし

ていた一羽（Ｂ）が，Ａが柔らかく「アー，アー，アー，アー」と鳴くと，その声に止められ

たかのように,集団に入るのを止めて飛び上がり，Ａの所へ飛んでいってそばの電線に止まっ

た．この２羽は，集団のほかの個体の採食中も，より添って電柱上に止まり，しばらく周囲

を見渡していた．Ｂは額が高く，口内に赤みはなく，声も低いのでほかの成鳥とよく似てみえ

た．

４月～５月は，コールポスト１にＡの姿がよくみられ，「なわばり行動｣である見張り，な

わばりコールや自己主張コールがみられた.この期間は営巣期で,Ｂの姿はほとんど観察地点

ではみられなかった.巣は,観察地点からおよそ70ｍほど離れた保育園のアカマツにかけられ

ていた．付近の歩道橋の上から確認したところ，コールポスト１の電柱上からは屋根越しに

営巣木がみえるが，観察者からは障害物があってみえない位置だった．

６月８日，Ａが幼鳥３羽を連れて観察地点に現れた．幼鳥群と成鳥が１羽いた場合，Ｂ雌の

可能性もあったが,声を出さないと明らかな識別はできなかった.Ｂがいつまで幼鳥群と行動

を共にしていたかは不明である．幼鳥を含めた家族群は７月１６日まで確認されたが，その後

幼鳥は分散したのかみられなくなった．

８月４日にはＡが再びコールポスト１で１羽で自己主張コールをしているのがみられた.こ

の頃，Ａのなわばりの南となりで１羽のハシボソガラスＣｃＯｍ"ｅがよく鳴いていた．それ

に対して，Ａはなわばりコールを鳴き返していた．その後,観察を終了する９月８日までＡが

同じコールポストを利用して，付近で鳴くカラスに対して，なわばりコールおよび，自己主

張コールをしていた．

Ｂらしい個体は，９月以降も姿をみたが,繁殖期と異なり，Ａと密接に行動を共にしなくな

ったので，識別が困難になった．また，Ａも８月ころには，口内の薄みはなく，高い声を出す

ことが少なくなった．鳴き方と，レパートリーが広いこと，鳴くコールのパターンと観察者

を警戒するときの逃げ方などから識別ができたが，夏以前ほど確実ではなくなった．

これらのことから，本調査地では，繁殖個体がいないなわばりの空白地点で，しかもゴミ

集積所で食物が手に入りやすい場所に，非繁殖鳥の群れが行動圏を構え，その中からつがい

になった個体が，群れのほかの個体を追い出してなわばりを確立したと考えられた．つがい

の雄Ａは口内の色が薄くみえたことから，北川(1980)による１才半から２才程度の若い個体

だった可能性がある．この個体は，なわばりの空白域に入り込んだもので，優位な個体から

奪いとったわけではないので，さほど強い個体でなくともなわばりが確保できたのかもしれ

ない．ハシブトガラスの繁殖開始年齢は３～４才ではないかと考えられており（黒田1981，

福田1999)，２才以前で繁殖するかどうかはわからない．また，繁殖が終わった後に，低い

声を出すことが多くなったことも不思議である．巣立ったばかりの幼鳥は鼻にかかった高め

の声を出すが（黒沢個人観察)，非繁殖鳥が高い声を出すという報告はない．ホルモンの分

泌と何か関係があるのかもしれないが，理由は不明である．なわばり行動が繁殖期のみなら
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ず，幼烏や非繁殖個体が分散する繁殖終了後にもみられたのは，なわばりを維持するために

は，周年なわばり行動をみせることが必要である可能性がある．
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TheprocessbywhichapairofJungleCrowsestablishedaterritorywasobservedina

rapidlydevelopingresidentiａｌａｒｅａｏｆＴｏｋｙｏｂｅｔｗｅｅｎｌ９９８ａｎｄｌ９９9．Theobservations

ofthefollowingbehaviorcategorieswereanalyzed:flocking,foraging,territoriality,pair

bonding，andbreedingTheflockwaｓｆｉｒｓｔｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎｔｈｅｓｕｍｍｅｒｏｆｌ９９8．Two

individualsintheflockstartedtoshowpairbondingbehaviorandclaimedtheareaas

theirterritoryinMarchl999、Theterritorialbehaviorofthepairincreasedfrom

JanuarythroughMarchThepairraisedthreeyounginthｅterritoryandtheyoung

departedtheareabyAugust，Theterritorialmalecontinuedtheterritorialbehaviorwell

intoSeptemberl999，Theseobservationssuggestedthatapairinaflockofnon-bl･eeders

claimedanewterritorywithｉｎｔｈｅｍｏｖｉｎｇｒａｎｇｅｏｆｔｈｅｆｌｏｃｋａｎｄｄｒｏｖｅｔｈｅｏｔｈｅｒ

ｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅｆｌｏｃｋａwayfromtheclaimedarea．
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